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要 
 

旨 

 

本

研

究

は

、

最

澄

の

大

乗

戒

独

立

運

動

に

関

連

す

る

諸

思

想

に

つ

い

て

、

中

国

仏

教

お

よ

び

イ

ン

ド

仏

教

の

諸

様

相

か

ら

の

影

響

関

係

を

検

討

す

る

と

と

も

に

、

仏

教

思

想

史

、

歴

史

、

教

学

、

美

術

史

な

ど

諸

分

野

の

研

究

成

果

を

踏

ま

え

、

多

角

的

な

視

点

か

ら

の

考

察

を

試

み

た

。

 

第

一

部

に

お

い

て

は

、

最

澄

と

不

空

の

文

殊

上

座

制

に

関

わ

る

思

想

に

つ

い

て

、

そ

の

共

通

点

と

相

違

点

を

明

確

に

す

る

こ

と

で

、

最

澄

の

文

殊

上

座

制

提

唱

の

意

図

を

解

明

す

る

。

 

第

一

章

で

は

、
不

空

が

提

唱

す

る

文

殊

上

座

制

の

理

由

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

不

空

が

提

唱

し

た

文

殊

上

座

制

は

、

賓

頭

盧

の

上

座

に

文

殊

菩

薩

を

ま

つ

る

制

度

で

あ

る

。

私

は

、

こ

の

設

置

形

態

が

北

周

武

帝

に

よ

る

廃

仏

の

表

明

文

の

一

節

を

遠

因

と

し

た

も

の

で

は

な

い

か

と

考

え

、

不

空

の

皇

帝

観

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

不

空

の

住

持

し

た

大

興

善

寺

の

前

身

は

、

北

周

の

廃

仏

後

、

隋

の

復

仏

に

あ

た

っ

て

一

時

的

に

設

置

さ

れ

た

菩

薩

僧

が

住

む

陟

岵

寺

で

あ

っ

た

。

そ

こ

か

ら

、

不

空

は

北

周

の

廃

仏

と

隋

の

復

仏

に

関

す

る

知

識

を

も

っ

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。

不

空

は

、

自

ら

の

時

代

、

廃

仏

を

回

避

し

よ

う

と

意

図

し

、

積

極

的

に

皇

帝

に

仏

法

興

隆

を

付

嘱

し

て

、
「
大

乗

」
に

基

づ

く

国

家

統

治

を

勧

め

て

い

っ

た

。

そ

の

上

で

、

不

空

が

宣

揚

す

る

「

大

乗

」

の

内

実

に

つ

い

て

、

国

家

の

息

災

と

国

王

の

守

護

と

い

う

護

国

思

想

の

観

点

か

ら

考

察

し

た

。

 

第

二

章

で

は

、

不

空

の

文

殊

上

座

の

設

置

形

態

と

文

殊

像

の

像

様

を

検

討

し

て

、

そ

れ

と

最

澄

の

文

殊

上

座

の

設

置

形

態

と

文

殊

像

の

像

様

に

つ

い

て

比

較

検

討

を

行

っ

た

。

ま

た

、

中

国

に

お

け

る

聖

僧

供

養

の

原

初

形

態

、

そ

の

後

の

中

国

に

お

け

る

展

開

、

そ

し

て

日

本

へ

の

導

入

と

展

開

に

つ

い

て

検

討

し

て

、

最

澄

の

文

殊

上

座

制

の

主

張

の

理

由

に

つ

い

て

考

究

し

た

。

不

空

の

文

殊

上

座

は

、

賓

頭

盧

像

の

上

座

に

菩

薩

形

の

六

字

文

殊

像

を

併

置

し

た

と

考

え

ら

れ

て

い

る

の

に

対

し

て

、

最

澄

の

文

殊

上

座

は

、

一

向

大

乗

寺

に

は

文

殊

像

を

単

体

で

設

置

し

、

一

向

小

乗

寺

に

は

賓

頭

盧

像

を

単

体

で

設

置

し

て

、

布

薩

に

お

い

て

は

大

乗

戒

と

小

乗

戒

を

区

別

し

て

、

そ

れ

ぞ

れ

の

場

合

に

応

じ

て

文

殊

と

賓

頭

盧

を

上

座

に

安

置

す

る

と

い

う

形

態

で

あ

っ

た

。

最

澄

の

説

く

文

殊

像

の

像

様

は

、

僧

形

で

あ

る

。

最

澄

は

、

賓

頭

盧

が

本

来

空

座

の

設

置

で

あ

る

こ

と

を

根

拠

と

し

て

、

食

堂

の

上

座

に

安

置

さ

れ

て

き

た

僧

形

像

は

文

殊

像

で

あ

る

と

論

じ

た

。

し

か

し

、

中

国

で

は

聖

僧

像

は

画

像

・

塑

像

と

し

て

造

形

化

さ

れ

て
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お

り

、

日

本

で

も

最

澄

以

前

か

ら

聖

僧

像

と

し

て

造

像

さ

れ

て

い

た

。

こ

こ

か

ら

、
最

澄

が

従

前

の

賓

頭

盧

像

を

そ

の

ま

ま

文

殊

像

で

あ

る

と

解

釈

し

た

た

め

、

僧

形

文

殊

像

が

創

出

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

と

論

じ

た

。
さ

ら

に

、
本

章

で

は

、

不

空

と

最

澄

の

文

殊

菩

薩

に

求

め

る

功

徳

の

相

違

に

つ

い

て

考

察

す

る

こ

と

で

、

最

澄

の

文

殊

上

座

制

が

単

受

大

乗

戒

に

関

連

し

て

説

か

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

解

明

し

た

。

 

第

三

章

で

は

、
『
延

喜

式

』
に

み

ら

れ

る

宮

中

儀

礼

と

諸

国

金

光

明

経

斎

会

に

お

け

る

聖

僧

像

の

有

無

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

第

二

章

の

日

本

に

お

け

る

聖

僧

供

養

を

さ

ら

に

詳

論

し

た

も

の

で

あ

る

。

正

月

最

勝

王

経

斎

会

、

春

秋

二

季

御

読

経

、
御

仏

名

、
一

代

一

講

仁

王

会

に

お

け

る

聖

僧

は

、
『

延

喜

式

』
の

表

記

法

か

ら

、

聖

僧

の

像

が

安

置

さ

れ

ず

、

聖

僧

の

座

の

み

が

空

座

と

し

て

設

置

さ

れ

た

。

こ

う

し

た

聖

僧

の

空

座

で

の

設

置

は

、

中

国

に

お

け

る

聖

僧

供

養

の

原

初

形

態

と

一

致

す

る

も

の

で

あ

る

。

一

方

、

八

世

紀

前

半

の

諸

国

金

光

明

経

斎

会

で

は

、

聖

僧

像

が

安

置

さ

れ

た

と

推

測

し

た

。

さ

ら

に

、

諸

国

金

光

明

経

斎

会

で

用

い

ら

れ

た
『

合

部

金

光

明

経

』
に

説

か

れ

る

聖

僧

に

注

目

し

、『
金

光

明

経

』

翻

訳

の

史

的

展

開

を

考

慮

し

て

、

真

諦

訳

か

ら

聖

僧

に

関

す

る

記

述

が

な

さ

れ

る

と

考

察

し

た

。

 

次

に

、

第

二

部

に

お

い

て

は

、

最

澄

に

お

け

る

末

法

観

お

よ

び

仏

法

興

隆

に

つ

い

て

、

中

国

仏

教

文

献

の

検

討

を

通

し

て

明

ら

か

に

し

た

。

 

第

四

章

で

は

、

最

澄

が

大

乗

に

分

類

し

た

「

大

乗

上

座

部

」

と

小

乗

に

分

類

し

た

「

上

座

部

」

に

関

し

て

、

中

国

仏

教

文

献

に

限

定

せ

ず

、

可

能

な

範

囲

で

イ

ン

ド

及

び

ス

リ

ラ

ン

カ

の

仏

教

を

取

り

巻

く

諸

様

相

を

検

討

し

て

、

単

受

大

乗

戒

を

主

張

す

る

最

澄

が

、

な

ぜ

小

乗

の

「

上

座

部

」

と

比

叡

山

や

天

台

法

華

宗

を

同

一

視

し

た

の

か

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

本

章

で

は

、

玄

奘

『

大

唐

西

域

記

』

所

載

の

「

大

乗

上

座

部

」

が

ス

リ

ラ

ン

カ

の

上

座

部

の

中

で

も

親

大

乗

派

の

無

畏

山

寺

を

中

心

と

し

た

部

派

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

最

澄

は

、

『

大

唐

西

域

記

』
か

ら

大

乗

の
「

上

座

部

」
の

存

在

を

学

び

、
「

上

座

部

」
を

小

乗

国

に

分

類

す

る

一

方

で

、
純

大

乗

を

標

榜

す

る

比

叡

山

や

天

台

法

華

宗

を
「

上

座

部

」

に

相

当

さ

せ

る

議

論

を

行

っ

た

。

最

澄

は

、

釈

尊

入

滅

後

百

年

頃

起

き

た

根

本

分

裂

の

最

初

期

に

成

立

し

た

「

上

座

部

」

こ

そ

、

少

数

派

で

あ

れ

、

釈

尊

の

系

譜

を

正

統

に

引

く

部

派

だ

と

し

て

、

天

台

法

華

宗

に

相

当

さ

せ

た

。

一

方

、

分

裂

の

原

因

を

作

っ

た

大

天

を

中

心

に

成

立

し

た

大

衆

部

は

、

多

数

派

と

は

い

え

、

滅

法

の

先

兆

で

あ

る

と

し

て

南

都

の

僧

綱

に

相

当

さ

せ

た

。

奈

良

か
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ら

平

安

へ

と

遷

都

し

て

、

桓

武

天

皇

に

よ

る

奈

良

仏

教

の

統

制

が

実

施

さ

れ

、

奈

良

仏

教

に

変

わ

る

仏

教

が

求

め

ら

れ

る

時

代

の

移

行

期

に

際

し

て

、

最

澄

は

日

本

で

も

根

本

分

裂

が

起

こ

り

、
「

上

座

部

」
と
「

大

衆

部

」
の

よ

う

に

、
比

叡

山

を

中

心

と

す

る

天

台

宗

と

南

都

の

諸

宗

と

に

分

か

れ

た

と

認

識

し

て

い

た

。

本

章

で

は

、

主

体

的

に

分

派

活

動

を

行

う

最

澄

の

思

想

の

特

質

を

明

ら

か

に

す

る

。

 

第

五

章

で

は

、

中

国

の

北

周

末

隋

初

に

設

置

さ

れ

た

「

菩

薩

僧

」

に

見

ら

れ

る

時

間

観

念

、

お

よ

び

「

末

法

」

の

世

か

ら

「

仏

法

興

隆

」

を

果

た

し

た

隋

の

文

帝

の

仏

教

思

想

に

つ

い

て

考

察

し

た

。

北

周

の

武

帝

に

よ

る

廃

仏

政

策

は

、

僧

侶

に

「

末

法

」

の

世

の

到

来

を

認

識

さ

せ

る

象

徴

的

事

件

で

あ

っ

た

。

し

か

し

、
「

末

法

」

の

最

中

で

も

「

仏

法

興

隆

」

や

「

像

法

再

興

」
を

願

っ

て

活

動

す

る

「

菩

薩

僧

」

の

存

在

が

見

ら

れ

た

。

ま

た

、

僧

侶

か

ら

皇

帝

に

対

し

て

「

末

法

」

の

世

か

ら

「

仏

法

興

隆

」

を

実

現

さ

せ

よ

う

と

す

る

意

図

が

見

ら

れ

、

文

帝

自

身

に

も

「

仏

法

興

隆

」

を

果

た

す

と

い

う

自

覚

が

見

ら

れ

た

。

宣

帝

と

文

帝

は

、

復

仏

政

策

の

最

後

に

菩

薩

僧

を

設

置

し

た

。

菩

薩

僧

は

、

鬚

・

髪

を

剃

ら

ず

、

厳

服

・

菩

薩

衣

冠

を

着

す

と

い

う

出

家

僧

と

は

正

反

対

の

形

姿

で

あ

っ

た

。

本

章

で

は

、

終

南

山

で

隠

棲

し

た

法

蔵

と

い

う

人

物

に

着

目

し

て

、

彼

の

思

想

を

検

討

し

た

。

そ

こ

で

明

ら

か

に

な

っ

た

の

は

、

文

帝

が

求

め

た

菩

薩

僧

は

、
山

林

修

行

を

実

践

し

、
持

戒

清

浄

で

、
徳

行

高

き

僧

侶

で

あ

り

、『
法

華

経

』

に

基

づ

く

理

念

が

見

ら

れ

る

こ

と

で

あ

る

。

ま

た

、

文

帝

と

僧

侶

の

山

林

に

対

す

る

認

識

を

考

察

し

、

末

法

と

山

林

修

行

の

関

係

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

 

第

六

章

で

は

、

最

澄

の

末

法

観

の

思

想

的

背

景

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

本

章

で

は

、
『

顕

戒

論

』
に

お

い

て

統

一

的

に

使

用

さ

れ

る
「

像

末

」
の

語

義

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

最

澄

が

「

像

末

」

概

念

を

用

い

る

の

は

、

南

都

の

僧

綱

の

反

対

に

よ

っ

て

「

回

小

向

大

式

」

が

未

実

施

と

な

っ

て

い

る

こ

と

に

対

す

る

批

判

で

あ

っ

た

。

最

澄

は

、

天

台

法

華

宗

の

菩

薩

僧

は

、
「

像

末

」

か

ら

「

仏

法

中

興

」

を

な

し

と

げ

る

こ

と

が

可

能

だ

と

主

張

し

た

。
こ

れ

は

正

法

→

像

法

→

末

法

と

、

順

に

衰

退

し

て

い

く

時

間

観

念

で

は

な

く

、

一

度

「

末

法

」

の

世

が

訪

れ

た

と

し

て

も

、
「

像

法

」
や
「

正

法

」
の

世

に

戻

す

こ

と

が

で

き

る

と

す

る

時

間

観

念

で

あ

る

。

私

は

、

そ

う

し

た

時

間

観

念

が

、

北

周

末

隋

初

の

「

菩

薩

僧

」

に

見

ら

れ

る

時

間

観

念

と

同

一

の

も

の

で

は

な

い

か

と

考

え

、

両

者

を

比

較

、

検

討

し

た

。

ま

た

、

イ

ン

ド

の

初

期

大

乗

経

典

に

は

、

大

乗

仏

教

徒

が

小

乗

仏

教

徒

に

対

し

て
「

法

滅

」
の

状

態

に

陥

っ

て

い

る

と

し

て

批

難

す

る

部

分

が

見

ら

れ

、



- 4 - 

 

ま

た

吉

蔵

に

は

部

派

分

裂

に

よ

っ

て

異

部

が

生

じ

た

段

階

を
「

像

法

」
と

捉

え

、

大

乗

仏

教

を

「

正

法

」

と

捉

え

る

思

想

が

見

ら

れ

る

。

こ

う

し

た

初

期

の

法

滅

思

想

や

そ

の

後

展

開

さ

れ

た

末

法

思

想

に

は

、

本

来

的

に

批

判

対

象

が

設

定

さ

れ

て

お

り

、

自

己

を

正

当

化

す

る

際

に

「

正

法

」

が

回

復

さ

れ

る

と

す

る

論

理

が

内

包

さ

れ

て

い

る

。

最

澄

は

、

末

法

思

想

に

内

包

さ

れ

る

時

間

観

念

を

活

用

し

て

、

南

都

の

僧

綱

が

支

配

す

る

仏

教

界

を

「

像

末

」

の

現

れ

だ

と

批

判

し

、

単

受

大

乗

菩

薩

戒

に

よ

る

完

全

な

大

乗

仏

教

を

実

現

す

る

こ

と

が

、
「
正

法

」
の

回

復

に

つ

な

が

る

と

す

る

思

想

を

提

唱

し

た

。

 

第

七

章

で

は

、

最

澄

が

南

都

の

僧

綱

の

存

在

を

「

末

法

」

の

表

れ

で

あ

る

と

し

た

こ

と

、

お

よ

び

「

正

法

」

の

回

復

に

何

を

必

要

と

考

え

た

か

に

つ

い

て

検

討

し

た

。

最

澄

は

、

南

都

の

僧

綱

に

よ

る

僧

侶

の

統

制

と

、

僧

籍

の

編

成

よ

る

僧

侶

の

管

理

が

行

わ

れ

て

い

る

現

在

は

、
『

仁

王

経

』
に

説

か

れ

る
「

末

法

」
の

世

だ

と

し

、

両

制

度

の

廃

止

を

訴

え

た

。

現

在

が

「

末

法

」

だ

か

ら

、

天

台

法

華

宗

の

菩

薩

僧

に

比

叡

山

で

の

山

修

山

学

を

課

す

と

す

る

論

理

は

、

北

周

末

隋

初

の

菩

薩

僧

に

も

共

通

す

る

も

の

で

あ

っ

た

。

そ

し

て

、

最

澄

が

「

末

法

」

と

比

叡

山

を

結

び

つ

け

た

の

は

、

聖

徳

太

子

の

慧

思

後

身

説

と

霊

山

同

聴

説

を

教

理

的

な

根

拠

と

す

る

も

の

だ

と

論

じ

た

。

最

澄

は

、

比

叡

山

を

霊

鷲

山

に

見

立

て

て

、

比

叡

山

で

釈

尊

が

『

法

華

経

』

を

説

法

し

て

い

る

現

在

が

「

正

法

」

の

世

だ

と

す

る

思

想

を

説

い

た

。

そ

う

し

た

「

正

法

」

の

世

を

実

現

す

る

に

は

、

得

度

授

戒

制

度

の

改

正

が

必

要

で

あ

る

。

最

澄

は

、
『

法

華

経

』
「

安

楽

行

品

」

に

説

か

れ

る

よ

う

に

、

小

乗

の

声

聞

に

近

づ

く

こ

と

な

く

、

比

叡

山

に

お

い

て

一

貫

し

て

出

家

得

度

、

授

戒

、

山

修

山

学

が

行

え

る

よ

う

に

朝

廷

に

制

度

改

正

を

求

め

た

。

最

澄

は

、

得

度

の

実

施

日

を

桓

武

天

皇

国

忌

日

に

設

定

し

た

が

、

そ

の

理

念

的

根

拠

は

、

桓

武

天

皇

が

『

法

華

経

』

と

天

台

教

学

の

興

隆

を

付

嘱

さ

れ

た

天

皇

で

あ

り

、

崩

御

後

に

は

「

像

末

」

の

世

が

訪

れ

た

と

い

う

理

解

に

立

つ

も

の

で

あ

っ

た

。

最

澄

は

、
『

梵

網

経

』

と

『

仁

王

経

』

が

「

末

法

」

の

世

を

説

く

経

典

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

こ

の

両

説

を

南

都

の

僧

綱

を

批

判

す

る

目

的

で

用

い

て

い

た

。
さ

ら

に

、
『

梵

網

経

』
を

は

じ

め

と

す

る

菩

薩

戒

の

受

戒

作

法

に

は

、

釈

迦

牟

尼

仏

か

ら

戒

を

直

接

受

け

る

自

誓

受

戒

の

こ

と

が

説

か

れ

て

お

り

、

こ

れ

は

比

叡

山

に

『

法

華

経

』

を

説

く

釈

尊

を

現

出

さ

せ

る

と

す

る

考

え

と

共

通

す

る

思

想

に

立

っ

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

 


